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ヒドロキシ -5-テトラデシノエートをリパーゼ (Pseudmonαs sp. 由来)により光学分割することを鍵反応とする
実用的合成法について述べているO
第2章では，上述のマメコガネと同様の害虫であるドウガネブイプイ (Aαnomαla cupureαHope) の性フェロモン
の合成について記述しているO 本フェロモンの合成中間体である (RS)-4- ヒドロキシ-5- ドデシノエートをリパー
ゼ (Pseudmonαs sp. 由来)により光学分割することを鍵反応とする実用的合成法について述べている。
第3章では，落葉樹を中心に食害する森林害虫であるマイマイガ (Lymαntria dお:par L.) の性フェロモンの重要な






ゼ (Pseudmonαs sp. 由来)による位置選択的エステル交換によるメトキシカルボニアルキルアクリレートの合成，














2 上記マメコガネと同様の害虫であるドウガネプイブイ (Anomαla cupurøαHope) の性フェロモン合成中間体，
メチル (RS)-4ーヒドロキシ 5 ドデシノエートをリパーゼで光学分割することを鍵反応とした高光学純度フェ
ロモンの実用的合成法を開発した。
3 第 1 級森林害虫であるマイマイガ (Lymαntriα dispar L.) の高光学純度性フェロモンを香月・シャープレス不
斉エポキシ化反応とリバーゼによる不斉アシル化反応を組合せてその効率的大量合成法を開発した。
4 カルボキシルアルキルアクリレートは新規機能性ポリマー原料として注目されている。高純度カルボキシルアル
キルアクリレートの化学合成は困難であるが，リバーゼの位置選択的反応を利用し，その実用的合成法を開発した。
以上のように，本論文はリバーゼを利用した高光学純度昆虫フェロモンおよび新規ポリマー原料の実用的合成法に
関する多くの新しい知見を与えており，これらの成果は酵素工学の発展に寄与する所が大き L、。よって本論文は，博
士論文として価値あるものと認める。
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